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(l)北海道のトドマツ，エゾマツはわが閣議i均株の{際良資源であるが，それが犠めて低い儲値の

発現にとどまっている。

(2)その張関は， φ丸太の販光段階から製材品の販売段階にるまで樹穂ilUViにする，というあ
たかも薪炭材やパルプ材の虫1]き扱われブiをしていること， φ消費者ニーズに適合した造材寸
法になっていないこと，③高級役物が探れる丸太であるのに，並材・として加工されてしまっ

ていること，@製料品をi樹I協として企躍するという窓織が甚だ低く憾めて粗雑な製材品を

巡っていること，等である。

(3) このように木材資減が低価値利用に揃っている状況は，市場形成が米成熟で閉鎖的な小市場

に分断されている悶麗材の丸太市場…般に法く認められることであり，わが国木材市場にお

ける大きな問題である。

はじめに

わが聞において，閑践材と外材が際立って異なることの…つは，外材丸太はiヨ本金問を市場と

して流通し加工されているのに対し，悶践材丸太のほうは…般的には地方的な小市場ごとに分散

して流通し加工され，全国iねなrl1坊を形成していないということであろう。
すなわち米材・であれソ述材であれ南洋i~ であれ，外材丸太は北は北海道から陶は九ナ1'1 ・ i*純に

るまで，日本金額の製材・工場で加工されているといってよいのに対し s …力関麗材丸太のほう

は，日本三大美林の一つである(しかし決して有名ではない)r脊森ヒパJ(立青森で，金悶ーの
スギ産地である秋出のスギは秋田で，日間林業の名で知られた大分県日間のスギは日間で，とい

うJ!lilに地域の材l立地域で白日二仁されるのが大半である。
たとえば，同じトドマツ，エゾマツでもソ連材のばあいには全悶津々浦々の工場で加工されて

いるのに，関有林全体の年11J1総I1財益還;の 2割を占め 3 品質的にはソ述材に様るといってよい北海

道のトドマツ，エゾマツ材は丸太の流通といえるようなものはなく，しかも北海道内でしか加工

されていない(註:1)。

このような国政材丸太の市場形成の米成熟殺がどのような関磁をもたらしているかを，

秋j孔青森， EHI:l等において翻査分析してきたところであるが1)同様の問題意識をもって今臨北
海道のトドマツ，ょにゾマツ材を制3をする機会をもった。

制査機会をつくって頂いた林野庁業務第一諜並びに捌査に1U'IJ協力羽いた北海道各営林(支)
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北海道林務者11，北海道林縫試験場，北海道林材業界の関係弁{立に対-し，ここに隊くお礼申し上げ、

る。また，実際の翻にあたり1all指導耳{いた愛媛大学農学者11村尾行一教授と，木綿作成にあたり

診1I指導璃いた京都大学農学部有木純部教授に心からなる謝意を去する O

1. トドマツ，エゾマツの資線的1i11i値

北海道のトドマツ，エゾマツの議較は昭和61年度には i億6，500:J:Jrrf ，でそのほほ8割近くは国

有林によって占められている O

昭和162:11'-1交の北海道における水材の総供給殻は1.350万rrfで，道I"'J材トドマツ，エゾマツの供給

は313万rrf(23%)である。また，そのトドマツ，エゾマツ材のうち閤有林材が206万rrf(66%) 

を占めている O

iでみられるよう

栄一i 北海滋におけるトドマツ、エゾマツ製材ぷの出荷動向 単位:万nf に製材用のトドマツ，エ

資料:北海道林務i111%'EfI長 W;ltiilj:J立の林波数 (si':'!;f1l63ir:紋)jより
注 :数依は昭和625f'.1交災級である。

一…一-:-1 ゾマツ丸太はすべて道内
で加工されているといっ

てよく，製材品もその91

%が遊l付で消1JNされてお
り，選外に出荷される

は少ない。

このトドマツ，エゾマ

ツは少なくとも100年余から2001手投以上という高樹齢の天然木が主体で(討:2 ) ，通院で欠点の

少ない材-である。たとえば同じ高樹齢天然水のなかでも「水勢檎jゃ「青森ヒパJは，…般的に
その形状が怒く，腐れ， 1おもみられる欠点の少なくない材であるが，これらの材に比較したらも
ちろんのこと「秋田杉」に比較しでもトドマツ，エゾマツは非常に議性の良い材だといえる O

トドマツ 1，163 
J二/マツ 915 
:青森ヒパ 255 

水型r~合 的

秋防本多 52 
魚梁瀬杉 15 

資料:林野庁染務第一線より

iJ:.1 : ~Ji~~ 文ドボオ元労ーで!!i該年!交に j波うむしない伐採滋之江木竹

及び幼防水の紛然李1・ 1こ該均する伐採iH~，立合まない。

it2 :これはIilil有林の分のみの数J止であり，トドマツ，エゾ
マツの場合このほか巡有林等のものもあるので，総fk
としては300万nf以J二という))語大な3il:になる。

2はわが留における:i嬰な

高樹齢針葉樹資源のほ年の伐採楚

をみたものである。 f~f;\、梁 i~i則、多 J

ffJ(m杉Jf木段檎Jはすでに余命
いくばくもないといってよく，本

ナ1'1以前では11立大の供給i設を誇る
ヒパJでさえ平成 211三度で約

20万rrfでしかない(裂にはないが

平成 3年度には10万rrfiうになった)

ことを考えれば，それぞれ10075rrf 

以上， 80万rrf以上の扶給殺をもっ

トドマツ，エゾマツは今日のわが

@iJにおいては突出した段商品位資
源(質・散を旅俄した資源)だと

いえよう。

しかし，これほどの質・ 52を兼ねlniiえた商品位資i阪で、あるトドマツ，ょにゾマツの，その値段は驚

くべき安さである。関-1をみてみよう O 天然「木曽檎jの立方7jC当り29万円，天然 fr:火問杉J
の25万円によヒベ， トドマツ，ょにゾマツは文学どおり 1桁低い秘段であり，天然「青森、ヒパJと比
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較しでもその学術以下なのである。さらには人工林ヒノキ丸太はもちろんのこと人工林スギ丸太

の依段をも大きく下rmっているの
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2. トドマツ，エゾマツの低髄1n託手引将の袈|ま!

2 -1.制維混合の加工と樹極混搬の販売

袋一 3でみるように，北海道悶有林におけるトドマツ，エゾマツ材は今日樹犠視機で販売され

るのがき出り前になっている。しかも関有林s 北海道庁の公的統計額のほとんどは常に向者を…括

して扱っているという徹底ぶりである。

まえー3 トドマツ，エゾマツ丸太のl波究における泌総務(%) 王子成5eiFJ支

資料:北海道'営林}，ij会側線より

u: 函館均管内のトドマツ・ょにゾマツは緩めてわずかな般のため紋せな
かった。似し，道}司令体の数僚はi弱釘iJ持分も~むものである。

これは製~~・段階でもまっ

たく同様である O 製材工

JjJjの原水置き:tAをにはトド

マツ，エゾマツの丸太が

込みになって強まれてお

り，ぞれらはそのまま製

材機にかけられ，製材I見

{まトドマツ，ょにゾマツ if~

t~fzのまま販売される o ti守
り込みさえ「えぞまつ・とどまっj或いは「えぞ・とどJと打たれるのが，ごく…般的である
…1)。

さらに，トドマツ，エゾマツを撃さ材する工場のほとんどは，多かれ少なかれ外材のスブルース

も製材しているが，製材-メーカーはこのスブルースそも…章者に混撤lこしてt2えっている G つまりト
ドマツ，エゾマツ，スブルースがなんら区別なく.Iえぞまつ・とどまっJIえぞ・とど」として
加工・販売されているのである O

rえぞまつ・とどまっjの捕り込み

1991年lOH18日 ;1とiilf:jtil:iJIJrli(こで

トドマツ，エゾマツのような天然

水の高品質材が樹識もiま別されずに
加工・販売されているというのは，

外材も含めてきわめて稀で、あろう O

百歩ゆずって，北海道の消羽市場

はトドマツ，エゾマツをiま別なく取

り扱うという特異なものであるとす

れば，この販売の仕方も消織的に

きょう O しかし実際はまったく

;皐うのである。トドマツとエゾマツ

は ?i~ ~J(段 líh\'では明らかに異なった使

いブi~ されている O

しかも製材業者はそのことをまっ

たく知らないわけではなしL たとえ

ば，ある製材メーカーは， 1:ill1ノド材に
トドマツが多く含まれるのを販売先

では織がります。トドマツは闘が粗いからです。 30~40%位までが計:符経1mですね。J

といい，また，加の~~1~. メーカーは，

「とくに造作材はょにゾマツでないと嫌われます。 トドマツは割れの!おうj涯を起こしやすいからです。J
とし、う O



121 

実は北illf.5mではょにゾマツは見え掛かり1札トドマツは見え隠れ材，と使い分けるftn[句がかなり
はっきりあるのである。つまり，…プiは役物，他方は並物であり，その価格設は i桁j皐うのは

過であり，物によっては 2桁の読の出ることさえある O したがってトドマツと工、ノ‘マツを樹穣7ft
搬で販売するということは，役物と放物という絡付けの夫と地ほどに異なる製材品どうしを一緒

に11反デとしているということになる。

「なぜトドとよ乙ゾを混撤で販売するのかJ
という向いに，製材業者lまー織に返答に窮し，

「北海道では今までずっとこうだったからJ
というのみである。

ところで，見え掛かり材lこトドマツそ使用するのを嫌う理由として，よくあげられるのが①

「悶が粗いj、∞「割れやすいjということである G φに関していえば，ここで rlヨが粗いJとい
われるのは~lj{ らエゾマツと比較してのことなのである。エゾマツはトドマツより潟樹i鈴木が多く，

だから維かにトドマツより目が綿かく踏んでいるものが多い。しかしそれはあくまでもエゾマツ

に比較した場合の相対評価としてはいえても，これをもって100年生以上の潟樹齢水であるトド

マツの絶対評価とすることはまったくおかしい。

これはあの秋出の「逃杉J(人工林スギ)が天然、スギとの相対評価Iiだけで地冗で f主主扱いJ(注
3 )され， 60年生以上という 1需品質材‘が長い IUJ低価1~自利用されてきた事情に酷凱している。これ

については後述する。

②の「割れやすいJという評価であるが，これは乾燥を施さない生材をlitrii是にしているからで
あり，トドマツが化粧1~・ 1こ向かないということでは全然ない。第一にトドマツのような少なくと

も100年生以上の高機鈴材を投物採りしないで，並物用材にするなどというのはどう考えてもお

かしい。

「害IJhJのliJ]J:越は乾燥を施せばいいことであり，そもそもトドマツに限らず，およそ建築m材で
無乾燥でよい水材巴など皆無といってよいであろう O したがってこのような潔白を接げるというこ

と自体が，嬰するに北海道でも製材品の乾燥がいまだ…般化していないということを去している

にすぎない。

乾燥を純せば f割れj のようなトラフ、、ルが起きないことは，たとえば;1と泌;選~*産試験場(地 JII

rl1)の研究者たちも明言している(法4)。
ぞれ以上に問題なのは， r'JiIlれやすいj トドマツを見え隠れ部材になら償う，という業界の袈

勢であろう。「割れj など起こしやすい材を見え lí.ìl!j1-者111~・に惜別したりしたら，実際にトラブル

が起きてもその発見は容易ではなく，またその被修コストも見え掛かり部材の比ではない。ここ

には iì~qJl者の窓向などなんら閥践しようとはしない木材斑業界の後進性が覗かれるのである。

2 - 2 ，高品質材の投1~ イヒ

トドマツ，.:1二ゾマツの製材は商品質材に中日時しいím，弘を生産しているとはいいまH~ い。 トドマツ，

エゾマツのような高樹齢の火筏木であれば¥ツリッチ(集成材や践天井似j羽化粧単叔)，天:)1=桜，

i弱級遺作材，役物の太ftJ (大黒柱・小黒柱等)，そして熔丸太等の肉付IJIl11則自治111こそが先ず生
産されねばならないだろう。

ところが，それどころかトドマツ，ょにゾマツの製材にあっては，そもそも役物を主体に採る乃

は役物を専門に掠るという発想がない。それはトドマツとエゾマツがほ7"JIJなく 2樹犠込みで扱

われていることを思い出してみればよい。なぜ、ならそれは製材品が投物(見え掛かり部材)なの

か投物(見え隠れ部材)なのか，ほとんど窓織されずに製材されていることの樹極取扱いへの反

IIj~といってよいからで、ある。
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現在のトドマツ，エゾマツ製材染者の意識としては，役物は水探りを行ってつくられるもので'

はなく，ただの結果として出てくるものにすぎない。丸太が大経級の高品質材なるがゆえに特段

の水掠り技術がなくとも，つくられた製材品のなかには役物も混じってくる。それを並物と役物

に分けるだけであるo すなわち役物は仕訳の工程(それも必ずしもメーカーが行うとは絞らず，

られた先，たとえば小売街などが行う場合も多い)から生まれる商品にすぎないのである O

を志向する工場はある。しかし，投物採りと説物採りという絞も付加価値生践を1L布す
る加工工桂がまったく米分化の状態であり，したがってトドマツ，エゾマツはすべてが並材化さ

れてしまっている O 役物(それも超高級品)用丸太がむざむざ並材化させられてしまい，この結

糸トドマツ，エゾマツはその資源的根li値が生かされず低倒1[1段階品化を余儀なくされているのであ

るo

現在のトドマツ，エゾマツ製材は秋閣の「造杉j製材の近過去とまったくといってよいほど相

似的である。泊

秋閣の「造杉」は樹齢が60年焼以上(だからなかには70年生， 80年生以上のものも含まれる)

という鑑良資糠でありながら，秋聞の林材業界はそれを本扱いにし，だから fj者杉jから役物が
採れるとは考えてもみなかった。このため「造杉jは典型的な見え隠れ部材である横主体の羽柄

材一辺倒の製材しかされず，そして秋聞の築界は不況時になるときまって「儲らない，赤字だJ
と者つては秋田営林局に対し，丸太価格の値下げi制宵を繰り返すのをほとんど年中行事のように

していた。

表-4にみるように， 1殺の組設は立方米当り 4万円台からせいぜい G万円台である O 過去最高

でも 6万9，OOOPiである。約二余曲折を経て秋旧の業界が f造杉Jから本格的な役物(掛角)採り
を行い出したのは，他のいくつかの地域が秋聞から「造杉J丸太を購入して役物採りを開始して
からすでに例年も経たu寺，実に昭和521:ド i月のことであるO

袋一4 績と拘~f[l (等級別)の側栴J:t!1 単位:IIJ/ ni' 

4投 おリ

…I必然自il …郎総長iY ニ臨終fiij 1111減免除節

52年 1R 50，000 120，000 160，000 200，000 300，000 

53年 l月 47，000 115，000 180，000 245，000 275，000 

541ドi月 52，000 140，000 250，000 330，000 360，000 

55王手 l月 67，000 160，000 300，000 420，000 435，000 

56王手 1月 51，000 120，000 270，000 390，000 410，000 

57年 1R 49，000 110，000 260，000 380，000 400，000 

581ド1R 50，000 110，000 260，000 360，000 400，000 

59:4:: 1月 46，000 90，000 210，000 310，000 350，000 

601[' 1R 48，000 95，000 200，000 300，000 320，000 

611f. 1月 46.500 95，000 220，000 290，000 300，000 

62年lJ'j 45，500 98，000 240.000 280，000 320，000 

63年 1月 53，000 135，000 280，000 350，000 400，000 

11立高知li絡 69，000 
6128:年0，O90月0 

350，000 460，000 500，000 
551f:: 3月 621j:: 9月 55:4三 2月 551ド3R

j泣低価絡
61434ド，507013 

90，000 
512610ド，O10月0 52201aド，000 522510ド，050103 

581f::・ 6月 i月

資料・刻f1]1立秋出県北木材センターのIII米俗、J1!tは東京秋IJJ会評定による
来五〈防活{問機。

ri 徽のE之さは3.65m、WUfllの長さは 3mo 

その割角の出来は

いまだ多分に組l'iUり

で¥いわば太闘の横

(日栄揺!潟市場浜開践

の備)といった穏

!交のもので、あったに

もかかわらず，

4のように績が立方

米当り 5Ti刊に刈・し

割角は…国無2iIが12
万 F守，二閣 1!lfi~í'j が 16

万円，三閣無節が20

万円，四国無節が30

TJ円となり，割角は
それぞれ機の組段の

2.41:gi， 3.21s' ， 4.0情，
6.0般ものi奇い儲備を

実現したのである。

まさに劇的な変化と

いえよう(住5)。
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要するに北海道のトドマツ，ょにゾマツの資源の I~出創立，この秋旧 rjiを杉Jの役物掠り以前の状
態と同じ段階にあるといってよい。いや， J火旧の f造杉J，まトドマツ，ょにゾマツに比べればはる
かに器約の人工林にすぎない。それにして上記の如き大きな変化を示したのであるからには，ま

していわんやトドマツ，エゾマツにおいておやと設うべきであろう。

2 -3. ニーズ不適合の寸法規絡

すでに表-1でみたように，トドマツ，エゾマツの製材品はほとんどが北海道内で消費され，

選外の市場の開拓はほとんどすすんでいない。

その理府は組めて簡単である。

北海道の製材-工場が生産するト

ドマツ，エゾマツ製材品の長さ寸

法はほぼ9)ミ (2.73m) と12尺

(3.65m) の2種類である。その

ため北j修道の各営林(支) }誌で

は表一 5でみるように2.73mと

3.65m…辺倒の造林しか行ってい

袋一5 ~ヒJIlTfr夜'ぽ林Jfjj における主婆樹滋の巡材寸法別!絞光i法

の¥1司会(%)平成元年Js:
造材寸法 北海滋会均 手f 森 j局 秋回向 対森}議

(長さ :ω) トV，エゾ 1立 杉 iな ヒ ノT

273 4.2 一

365 95.8 62.7 76.0 

400 23.7 2.7 73.3 

その他 13.6 21.3 26.7 

ない。 資料:林野庁梁務第…繰より

ところが本弁|以南に販売する

には，ま に:院さ寸法が2離しかないのでは寓i取の需裂に対応するのがとても難しい。第二

に2.73mと3.65mという寸法では，絶対に全閣を市場とする尚.品にはなれない。

金問的にj盛期する長さ寸法は 3m，4m， 6m等である O つまり柱等縦強いのものは 3m， 6 

mが，そして機使いのものは 4mが，長さのi翠慾サイズである o 3.65m寸法は関東tJ、北の…音11の
部材(代表的なものは典型的な見えi摺れ部材である横・張木)で舘われるが，それらの部材でも

近年は 4m (そしてその1*1間F.:lとしての3.8m)サイズが没透しつつある。とくに;陸大な採嬰を

抱える首都幽においてその{閥均がすすんでいる。

だから，たとえば首都閣に入ってきている北海道のトドマツ，エゾマツ製材品について，新東

京木材if討議協陪組合理事長の村111奇:正幸氏は，

ri詰近， )蕊材が注目を浴びてきている"11，あの3.65tn:という;設さを3.8{，n:にできないものか，と
こういう希望が大工さんにあるんです。 3.65{，n:ぴったりでしょ。まったく余裕がないんですね。

それで3.8{，iZというのは北海道でできないものだろうかという声が最近出てきてるんです。それ

だけ道材が飽われてきているということですから，ぜひ考えてほしいとおもいますJ(平成 3年
4月27日付日ホ材新開J)と明議しているO
このように 3.65m寸法は，たとえ使用されていても，少なくとも 3βmは欲しいのに無いので

仕ブfなしに…;~IIの部材に{史われているのである O

まして 2.73m材は，道外でで、lはままつたくといつていいlほまと

トドマツ，エゾマツ材lま道外のニーズに迎合したi街品になっていないのである O

それでは現行の 2.73m寸法と 3.65m寸法が道内の諮袈には迎合しているのかといえば，これも

かなり続開なのである。

表-6は札幌近郊に建てられた木造住宅の「材料樹告:J(いわゆる水拾い表)の…例で，京一
7はそれを長さの系列ごとにまとめたものである O これによれば確かに 2.73・3.65m系統材の比

率が9割近くに迷しており，肥倒的多数が使用されている。しかしこれは，そもそも悦給されて

いるトドマツ，エゾマツ材(丸太・製材品とも)には 2.73・3.65m系統材しかないといっていい

のであるから当然のことである。 逆に，それにもかかわらず引::2.73・3.65m系統材が i割以上も
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使用されているという

突のほうこそが住悶され

ねばならなし、

しかも内容をさらに

体的にみれば， 90本使用

されているね:のうち，

85.6%占める77*が 3m

4オで、あり， 2.73m.~オは 1 1.

1%に当たる 10本にすぎ

ない。すなわち荻-6で

みるように音~1~・のなかで

も段も主体をなす柱角の

さがtAめではっきりと
3mになっているのであ

るO

2.73mという特殊jヒ滋

滋的な柱角の;設さが一般

イとしたのは，第二次大戦

後の一時期の抵貿住名

(バラック長j設等)全盛

期に，そうしたf主宅用に
9尺 (2.73m) 柱が使わ

れ出したことからである。

だからいまだに北海道に

2.73mの柱があるのはそ

の時代の後遺症と理解す

べきなのであり，現実の

枝市のほうはいまや 3m

が主流となってきている

のである。

ぞれにもかかわらず供

給il!1jのほうは相も変わら

ず，このいわば…時的緊

急i控oilt的寸i去のままで製
材cullを製造し丸太を造1せ
しているのである。

同様のこと(ま造作材に

ついてもいえる。表-8

でみるように造作材は

2.73・3.65m系統材が24.

8%しかないのに対し， 75. 

2%が非2.73・3.65m系統

的p. 

;11Wiオ

jii作付(ラワン

市首

本しi隣近郊の木造住宅の木拾い表

( 85.6) 

( 11.1) 
( 1.1) 
( 3.3) 

( lOO.O) 

P・J'i去 (羽田)
①3000X 105X 105 
③2730 X 105 X 105 
③3000 X lO5 X 75 

@6300XI05XI05 

CD3650 X 105 X 105 

②3650 X 270 X 105 
⑦3650 X 150X 105 
@3650X300X 105 

③2730 X 240 X 105 
@2730X270X105 

①3650X 90X 90 
φ2730X 90X 90 

CD3650 X lO5 X 45 
CD3650 X lO5 X 45 
φ2730 X lO5 X 45 

①3650 X 105 X 24 
③3650X 75x 24 
CD1820X 105x 30 

お2730X 105 X 30 
∞3650 X 105 X 45 
dノ3650X 300 X 30 
@3G50XI05X 18 

@2730X300X 30 

必3650X120X30/45 
CIX3G50 X 60 X '15 

CD3650X 45x 45 

吟3650X45x 18 
(:i)2730X 45X 15 

必2730X45x 18 
@1820X 45x 18 

①3G50X 45x 15 
③3650X 105X 15 
令:3650X 45 X 18 
③2730X 45x 18 
後1820X4SX 18 
生)3GSOXI05X45 
告3650X105x ，1祁5 
:令(2)2幻73鈎OX刈!C侃}お5X4 
Q心)3650X 45 X :15 
(夕主!)27.30X 45 X 45 
:ヨ(1)3日50X60x 24 
1吉必27:30XGOx 2ど4i 
ヨ)3650X 24 X 15 
②2幻73ωOX2釣4X 1日5 
/む36ω50X105 X 18 
ぐ匁2)2730x105X 18 

4必)3800XGOx 15 
(②寄2お80閃OXωX 1防5 
任∞)380ωOX刈15出5X3初O 
@3800 X 105 X 24 

(3)2800 X 105 X 2'1 

や3800X150X21 

:.:D.3800X 120x 21 
GJ)2800X 120X 21 

Gじ2800X150X 21 
'í'f1れ|・株式会社鋭利~ll (北iiifillJ!:::1なr!i) より
a 内l:JのJJ.'iのも，s，lJi.r付は為絞おHの'，!iiJ{t(%) 
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材によって占められている。すなわち典型(10役

物であるがゆえに{甜始的には大きな比E立を占め

る造{ノ'F1~ もはっきりと ~1"2.73・3.65m系統材と

くに3.8m材が主流になっている。

表-6ではこのほか6.3m材も{史われている O

すなわち北海道でも通し投は使われているので

ある。それにもかかわらず，それに対むしたト

ドマツ，エゾマツの製材品がつくられていない。

だからその穴を埋めるものとして外材が入って

くるのであるo

また 3.8mの造作材全部にラワン材が使用さ

れているカf，もしトドマツやエゾマツにも 3.8m

サイズがあれば，このようなことは得易に起こ

らなかったであろう O なぜならば閣一 iで分か

るようにラワン材の他段はトドマツ，エゾマツ

材・の 2.5倍以上もするからである O

2.73mと3.65mのすi去を抑し過すことの不条
畷さは，なによりもトドマツ，エゾマツ製材工

場のほとんどが多かれ少なかれ外材のスブルー

スを入れていることに端的に現れている o すな

わちトドマツ，エゾマツでは対応できない寸法，

とくに 3β5mj留の需要に対応しているのがスブ

ルースなのである。

このように北海道において外材が入り込む

たる王!日自の…つは， トドマツ，エゾマツ材・の寸

法がニーズに迎合していないからである。

2 -4.依いiifj品生産意識

-2 ¥立製品市に出荷された製

材品である。製材r日のn1ij端を切り揃

える，いわゆる「端切りjをするメー

カーはほとんどいない。そのため製

材品のjilij端は111で伐り倒された11寺の

ままの伐り口をさらしているので，

汚く醜い。間yll誌がデコボコで不揃い

というだけでなく，なかにはどこか

らどこまでが本当の長さなのかが分

からない，というものさえある O

公一7 Hl追(αn)百1]1剥数¥'IIJft

~~'j三 側主主 jl河合

273 242 17.1 

365 867 61.3 

182 140 9.9 

小言! 1，249 88.3 

※300 77 5.4 

※630 3 0.2 

※380 63 4.5 

※280 22 l‘6 

※IJ、計 165 11.7 

詩l' 1，414 100.0 

1I~ヰ:~~二百よ;ザ作成

1:1=.※は91'273・365系統材そ袋す

表-8 治作1すの材iミ(cm)泌総数割合

4す i支 11M 数 初会

273 12 10.6 

365 16 14.2 

ノj、詩i 28 24.8 

※380 63 55.8 

※280 22 19.5 

※小百l' 85 75.2 

113 100.0 

資料:袋一6より作成
は※は~1;273 ・ 365系統材を表す

1in'(-2 r端切りjされない製1'1'I¥'i:J

そもそも北海道の製材・3誌には「仕
上げjという観念が無きに等しい。

端切りをしないのもそうだし，挽き

Jj)しが滋端に感く，その材-閣の荒さ

(r*rrさJではない)は持つと手が制
1990年6Fl25[i 北海逃木材iliJJ)jt% IliJ組合(札幌Tli)にで
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2子山-3 [t!i'縦みで!以光している製li11市 つくのではないかと足、われるほど粉維なものが多し、。

1990ij:o G n 25 EI 北ifij;)丘木材lji場協同議l合

Ij狩り込みJに至ってはまったくの「羽汚しJではない
か，といいたくなるような拙劣さであるO 製材品流通

業者もi白j様である O 写真一 3にみられるように，製1171市

の製材1171の林j劾が戸外で、あり，製材品が野fi'(みのままl坂

されている O 役物でさえ野ざらしのままff(まれている

のである O これは…般の小売j苫で、もやjじで，そこではし

ばしば剖i談もしていない土1劫がそのまま製材品鐙き 1);)に

なっている O

オドナH以南では製品rl1'の林場であれ，小売mで‘あれ，製
材品i泣き坊は殿内もしくは屋根付きが常識である。丸太
でさえ舗装された林#~に銚列されるのがき当り rìtr になって

いる。製材ifhをまして役物まで野顧みにしたりこr.場に
くなどということは部j氏考えられない。

日五日としての総雑さ・米熟さという点においても，

トドマツ，エゾマツ業界は突出している。

3. トドマツ，エゾマツ問題の一般性

(礼申込rji)こで ;ltìilJ:~というノJ，~'宇宙開oT!IJj.dのなかで， トドマツ，ょにゾ
マツ材がいかに1法1illi1i白手1]月Hこi結っているかをi羽らかにし

てきた。

このトドマツ，エゾマツ材のおかれた状況が，とくに例外的なものといえないことは，すでに

本論のなかでもひいた秋悶「造杉」のW~ を挙げるまでもない。いや，第…にトドマツ，ょにゾマツ

InJ梯の高樹齢天然水資源であるあの「青森ヒパjの現状も大問的には大設ないのである。 1玄1-1 

で「木段J合Jr秋R3杉jとよt!1攻した 1'1守森ヒパjの古Ilf立をみてほしし、。こういったj犬況は閉鎖的・
地方的な小'rl:jJ訪の形成にとどまっている国政材・丸太市場…般に共通するものであり，わが['gl木材

l¥'iJ劾における大きな問題といえよう O

u: 1 :国際材丸太流通のi羽鎖性を11ち破って広域f1i場イとがすすんでいるのは，現授のところ附
LlI県美作(ijltLLI・奥底)メーカーを求心力とする'-11窪i・;1と近畿rl'i域総と，京扱袷メーカ…，

t公i波地区メーカー，桜井・古野メーカーが求心力となって成立している東海・近鍛市j品闘
であるが，これについての論考は別の機会にゆずりたい。

注2 コニゾマツの苅命は 200-2501'ドくらい(場合によって350年くらいに述するものもある)

で，トドマツはそれより?立く 150年くらいとされているが，実際に材ーとして出てきている

ものはおおよそトドマツが 120il~d: くらい，そしてエゾマツはそれを上 1m るものが多い

(北海道営林}司会副総)。

iJ: 3 :秋山の業界は， 1天杉J(天然林スギ土木だが， r泣杉jなどは「木と{まいえない戸;も
1I司Y!りといって「法杉Jを!ば介物扱いしていた。だから「天杉Jに対するrYlかな蕊別府間
として，人ホスギ、をゾウスギ(造杉)という j斑称で11手んだのである。

u: 4 北 ifJj:道林詑試i磁場の1~l' 1~IJ jf. ~ ii.:: nm指導部長，米関i守Idi上経常利ヘjえ河b;:洋三主任研究員ら
によれば，人工乾燥を越正に施せば鵠れなどのIll]艇はない，という o

i:i: 5 :とはいえ「iit杉jのfiIli1I1'Iがこれでが前交にひきJ討されるようになったかといえば，がとして
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そうではなく，やっと端緒が開けたという程!交にすぎない。たとえば1 ~ri)~~t合メーカーの

桑原木材によって実証され公表されたにもかかわらず，役物の牧j臨材を含有する22cm下材

は話して小丸太として扱われ，それは例の!Jl!.~目的下地材である羽梢材…辺倒に加工されて

しまってし、る。
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Resume 

Although sagalien fir and y♀zo欄spruceare valuable timber resorces in ，Japan，they are hardly 

appr邑ciatedas high as they should be. 

There are four significant factors to be recognized related to this unfortunate fact. 1) The 

two species are always stacked mixed together during the sales of sawlogs and lumber. 2) 

The length of these sawlogs are not compatible with the n巴巴ds01' consumers. 3) High grade 

sawlogs a1'e quite often p1'ocessed as common grade sawlogs. 4) The sawmill operato1's are 

not awa1'e of imp1'oving thei1' operation to p1'oduce highe1' quality commodity. 

The above is gen邑rallycaused by the domestic log market which is sub-divided into the 

relatively small and exclusive local ma1'kets， that is recognized as a c1'ucial issue fo1' the 

domestic timber market. 




